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１２月２９ 日（木）～１月３ 日（火）　Ａｎｇｅはお休みとなります
　期間中の緊急連絡等はこちらの電話番号にお願い致します。
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　来年の年賀状はウサギがモチーフのステ
ンシル作品をお届けいたいします。 服部は
パステル、 west は絵の具を使って作りまし
た。 服部で使ったパステルの良さは、 色が
乗りやすいところ。 どの子も楽しく制作に
打ち込めました。 全８種類のウサギ型があ
る中、 パッと見てわかる大きなウサギ型が
人気です。 ８色もある中から１色しか選べ
ないのと、 色を乗せていく内にどんどん楽
しくなるのとで、 「おしまい」 の声に 「もっ
としたい！」 という人が続出でした！ west
では小さいウサギの型を数種類組み合わせ
たり、 同じ型でも色を変えたりするのが人
気。 中には一つだけぽつんと乗せて終わり
の人がいましたが、 それは狙っての事。 本
人の思惑通りとっても大人っぽい作品がで
きました。 また、 中には 「虹色にする！」
と挑戦した人もいました。 虹色のウサギは
難しいので、 ２色を組み合わせて色を乗せ
ながら混ぜると、 場所によって色が微妙に
違う不思議なウサギができました。 どの作
品もとっても素敵です。 お楽しみにお待ち
ください。

実践報告会での発表を終えて　坂井　浩美
　報告会が終わってひと月。振り返ると「大変だったけど充足した時間を過ごせたなぁ。」と言う気持
ちでいっぱいです。初めは、どう書いていけば良いかまとまらず、「書いては消し」を何度も繰り返し
ました。そうしているうちに色々なことが整理され、気持ちも乗って来て、やっとの思いで「できた！」
と自分では力を振り絞ったつもりでしたが、伝わりにくい箇所があり、そこから先輩スタッフの助言
を元に書き上げました。
そして 6本の実践報告の中から発表する 2本に選ばれました。何より嬉しかったことは、実践を書い
た当事者のご家族皆さんからのお礼と応援の言葉でした。Ange を信頼してくださっているお気持ちに、応え
られるようになりたいと改めて思う機会となりました。
　赤木先生からもたくさんのご助言と温かい言葉を頂きました。特に「Ａｎｇｅの実践には愛が溢れてい
る！」とお話ししてくださったことはとても強く心に残っています。実践報告会を通じて得たことを最大限
発揮できるようにこれからも研鑽を積んでいきたいです。
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　朝晩は吐く息が白く、冬らしくなってきました。
　12 月 5日の研修では、佛教大学教授田中智子先生をお招き
し、「障害者家族の老いる権利」の研修会を行いました。田中
先生は、障がい児・者の家族は健常児の家族よりも子育て期
が長く（子育て以降の世話をケアと称されていました）、いつ、

どの段階で社会に移行して行くのか？ということを調査され、研修ではその実態をお話しいただきまし
た。また親亡き後、兄弟への負担や兄弟自身の生活があることなど、なるほどなと思うことばかりでした。
　社会に移行して行くためには、社会が受け皿を十分に用意しておかなければなりませんが、今の日本
は充分整っているとは言えません。では、海外ではどうなのでしょうか？
　北欧では障がい者年金が 14 万円程度あり、仲間たちと一緒に明るい居宅で過ごし、支援者とスポーツ
観戦やお出かけをして生活を楽しんでいます。（因みに、日本の障害者年金は１級で 8万円ほどで、年々
下がり続けています。そして、この年金額は 40 年間ほとんど変わっていません。）なぜ、これほどの違
いがあるのでしょうか？
　その違いや制度の仕組みについて、1月 19 日（木）日本障害者協議会（JD）副代表の薗部英夫氏に東
京からオンラインでお話しいただきます。子ども達の未来の生活を守るために、必ず知っておいてほし
い大切なお話しです。私自身も勉強不足で、薗部氏のお話を伺った時は目から鱗でした。実態や仕組み
を理解しておかなければ、自治体や政府に声を上げることもできず、子ども達の未来は変わりません。
是非、お友達を誘ってご参加ください。
12 月 5日に開催した田中智子先生の研修会のDVDを貸し出していますので興味のある方は Ange までお
問合わせ下さい。

１１ 新しいスタッフの紹介新しいスタッフの紹介

しおん先生

自己紹介おねがいしま～す！

　こんにちは。 6 月から Ange に入りました、 小西 示穏 ( しおん ) と申します。
学校生活やアルバイトで苦しんだ経験から、 困っている子どもの支えになり
たいと思い、 Ange を訪ねました。 素直で個性豊かな子どもたちに元気と笑顔
をいつももらっています。 Ange の子どもたちと、 もっと関わっていきたいです。
この半年間で子どもがもっと好きになりました。 まだまだ至らぬ点も多いです
が、 精一杯頑張りますので、 よろしくお願いします。

　今年のクリスマス製作は 「クリスマスツリーお菓子 BOX」
メインのツリーの部分には黄緑・黄・青の三色の指絵の具を使って色
付けをしました。 恐る恐る指先で触ってみる子、 早く絵の具を触りた
くて手をパーでかまえて待っている子、 とりあえずスタッフに触らせ
てみる子、 文字やお絵かきをしている子など反応は様々。 直接触るの
が難しい子は手袋やジップロックを使い、 同じ緑でも多様な緑色のツ
リーが完成しました。 そしてツリーにドングリやポンポンで飾りつけ。
自分の好きな飾りを好きな場所に思い思いにつけて個性豊かに仕上が
りました。 制作を通して、 画用紙や飾りが出てきたのを見て 「何か活
動が始まる！」 と気づきすっと机に寄ってくる姿や、 他の子が作り始
めたのを見て少し離れたところから首を長くして見てちょっとやって
みようかなと近づいてくる姿が印象的でした。

絵具でぬりぬり♪

たのしい～♪

絵具を出して
まぜまぜ♪

クリスマス制作クリスマス制作
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ハサミは慎重に・・・


